
新たな博物館、美術館に関する基本構想懇談会について 

１ これまでの検討経過及び「（仮称）新たな博物館、美術館に関する基本構想」の策定に向けて 

川崎市市民ミュージアム（以下「市民ミュージアム」という。）は、考古、歴史、民俗、美術、映像

等に関する資料及び作品について収集、展示、調査研究等を行うこと等により、市民の観覧、学習、研

究等に資するとともに市民相互の交流を推進し、もって市民の教育、学術及び文化の発展に寄与する

ことを目的とし、昭和 63（1988）年に開館し、「都市と人間」を基本テーマとした博物館、美術館の複

合文化施設として活動を続けてきました。 

しかしながら、市民ミュージアムは開館から 30 年以上が経過し、施設の老朽化への早急な対応が不

可欠となっていたところ、令和元年東日本台風により施設、設備や収蔵品が被災し、館内での展示等の

活動が不可能となり、長期に渡る休館を余儀なくされています。この状況を受け、令和３（2021）年７

月に川崎市文化芸術振興会議から受けた答申を踏まえ、本市にとっての新たな博物館、美術館の必要

性やその役割及び方向性を示した「新たな博物館、美術館に関する基本的な考え方」（以下「基本的な

考え方」という。）を同年 11月に策定しました。 

今後、「基本的な考え方」を踏まえ、新たな博物館、美術館の開設に向けて、市民や地域にとって必

要とされ続けるために果たすべき「使命」や、その道標としての「めざす姿」を整理するとともに、必

要となる事業展開の方向性などを取りまとめた「（仮称）新たな博物館、美術館に関する基本構想」（以

下「基本構想」という。）を令和４年度中を目途に策定する予定です。 

※ 基本構想策定後、令和５～７年度の期間において、具体的な事業計画や施設規模等を示す基本計

画を策定する予定です。

２ 懇談会の目的 

 本懇談会は、基本構想の策定にあたり、新たな博物館、美術館の「使命」、「めざす姿」、事業展開の

方向性と、そこから必要とされる施設等に関することについて、委員の皆様から専門的な視点又は市

民の目線で本市にふさわしい博物館、美術館となるようなご意見をいただくために開催するものです。 

※ 懇談会として審議・審査等を行い、本市に答申や提言をいただくものではございません。 

３ 懇談会委員 

 次ページ「新たな博物館、美術館に関する基本構想懇談会委員名簿」のとおり 

４ 懇談会の開催予定について 

 令和４年度内に４回程度開催予定 
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